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奄美の考古学
～旧石器時代から近代へ～

川口 雅之
（鹿児島県文化振興財団埋蔵文化財調査センター）

9月13日 (金)
18:30 ∼ 19:30

講演の要旨
奄美群島では2000年以降、発掘調査が各島で行わ
れ、旧石器時代から近代の歴史が次々と明らかになっ
ています。その中には、日本本土や奄美・沖縄の歴史を
考える上で重要な遺跡もあり、国が文化財指定を行い
保存を行っています。
近年、注目される奄美群島の発掘調査成果を紹介し、
島の歴史を考えてみたいと思います。

参加方法 ① 会場での参加
鹿児島大学奄美分室（港町 紬会館６階）
要事前登録：9月11日（水）まで

参加方法 ② オンライン視聴 (Zoom)
各自のネット環境からスマホやPCで参加

＊通信費は参加者負担、視聴方法はメールでお知らせします。

下記の情報をメールまたは電話にてお知らせください

・お名前（必須）

・お電話番号（必須）

・ご所属

・ご住所

・メールアドレス

・メーリングリストへの登録の希望の有無

お問合せ
お申し込み

鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室
Tel：0997-69-4852
E-Mail：amamist@cpi.kagoshima-u.ac.jp

天城町ウンブキ遺跡出土土器
（約7,400～11,700年前）

与論町与論城跡
（グスク時代：14世紀）

和泊町世之主の墓
（江戸時代：18世紀）
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